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南
北
朝
時
代
の
博
多
警
固
番
役

佐

伯

弘

次

は
じ
め
に

鎌
倉
時
代
後
期
、
蒙
古
襲
来
を
契
機
と
し
て
、
鎌
倉
幕
府
は
様
々
な
防
御
策
を
実
施
し
た
。
そ
の
一
つ
が
、
異
国
警
固
番
役
の
創

設
で
あ
る
。
こ
の
制
度
は
、
文
永
の
役
の
直
前
に
開
始
さ
れ
、
文
永
の
役
後
に
整
備
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
鎌
倉
幕
府
滅

亡
後
も
こ
の
番
役
は
継
続
さ
れ
た
と
さ
れ
る
が
、
そ
の
理
解
は
妥
当
で
あ
ろ
う
か
。

蒙
古
襲
来
を
契
機
と
し
て
、
鎌
倉
幕
府
の
政
治
体
制
は
、
北
条
氏
得
宗
に
よ
る
専
制
政
治
が
進
行
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
が
、

九
州
に
お
い
て
は
、
鎮
西
特
殊
合
議
訴
訟
機
関
・
鎮
西
談
義
所
・
鎮
西
惣
奉
行
所
等
が
次
々
に
設
置
さ
れ
、
十
三
世
紀
末
の
鎮
西
探

題
の
設
置
に
至
る
。
こ
の
う
ち
、
鎮
西
惣
奉
行
所
と
鎮
西
探
題
は
い
ず
れ
も
北
条
氏
が
長
官
に
任
命
さ
れ
て
お
り
、
九
州
に
お
け
る

得
宗
専
制
化
の
指
標
と
も
な
っ
て
い
る
。
以
上
の
諸
機
関
は
、
い
ず
れ
も
博
多
に
設
置
さ
れ
、
鎌
倉
後
期
に
お
け
る
大
宰
府
か
ら
博

多
へ
と
い
う
九
州
の
政
治
的
中
心
の
移
動
を
象
徴
し
て
い
る
。

鎮
西
探
題
の
設
置
に
よ
っ
て
、
博
多
は
九
州
に
お
け
る
政
治
と
裁
判
の
中
心
と
な
り
、
い
わ
ば
政
治
都
市
化
し
た
と
い
え
る
。
し

か
し
、
鎮
西
探
題
関
係
史
料
は
、
裁
判
や
神
領
興
行
、
異
国
警
固
等
の
史
料
は
大
量
に
残
っ
て
い
る
が
、
都
市
史
を
物
語
る
史
料
に
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乏
し
い
。
い
っ
ぽ
う
で
博
多
遺
跡
群
か
ら
は
鎮
西
探
題
の
明
確
な
遺
構
も
ま
だ
発
見
さ
れ
て
お
ら
ず
、
都
市
博
多
に
お
け
る
鎮
西
探

題
の
位
置
づ
け
は
、
ま
だ
明
確
と
な
っ
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。

鎮
西
探
題
の
設
置
や
鎌
倉
幕
府＝

鎮
西
探
題
の
滅
亡
、
建
武
政
権
や
室
町
幕
府
の
成
立
に
よ
っ
て
、
都
市
博
多
が
ど
の
よ
う
に
変

化
す
る
の
か
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
博
多
は
貿
易
港
で
あ
り
、
か
つ
外
交
や
異
国
警
固
の
拠
点
で
も
あ
る
た
め
、
こ
れ

ら
一
連
の
出
来
事
に
よ
っ
て
博
多
が
、
外
交
・
貿
易
上
、
ど
の
よ
う
に
変
化
す
る
の
か
も
検
討
課
題
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
多
く
の
蓄
積
が
あ
る
鎌
倉
時
代
の
異
国
警
固
番
役
研
究
を
基
礎
と
し
な
が
ら
、
そ
れ
が
南
北
朝
時
代
に
ど
の
よ
う
に

継
承
さ
れ
る
の
か
を
視
野
に
お
き
、「
博
多
警
固
番
役
」
と
い
う
南
北
朝
時
代
に
頻
出
す
る
課
役
の
実
態
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

一

鎌
倉
・
南
北
朝
時
代
の
異
国
警
固
番
役

（
一

鎌
倉
時
代
の
異
国
警
固
番
役

鎌
倉
時
代
の
異
国
警
固
番
役
に
関
し
て
は
、
多
く
の
研
究
が
あ
る
。
と
く
に
相
田
二

1
郎
氏
、
川
添
昭

2
二
氏
の
研
究
は
重
要
で
、
今

日
の
異
国
警
固
番
役
理
解
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
。
両
氏
の
研
究
を
も
と
に
、
現
時
点
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
異
国
警
固
番
役
の

概
要
に
つ
い
て
ま
ず
確
認
し
、
検
討
の
前
提
と
し
た
い
。

蒙
古
襲
来
に
備
え
て
、
筑
前
国
・
長
門
国
な
ど
の
要
害
を
交
代
で
警
備
す
る
役
で
あ
る
異
国
警
固
番
役
は
、
石
築
地
（
元
寇
防
塁
）

を
築
造
・
修
築
す
る
石
築
地
役
も
含
ん
で
い
る
。
こ
の
課
役
は
、
御
家
人
の
他
、
荘
園
公
領
の
住
人
に
も
賦
課
さ
れ
た
。

文
永
の
役
直
前
の
文
永
八
年
（
一
二
七
一
）
九
月
、
鎌
倉
幕
府
は
九
州
に
所
領
を
持
つ
御
家
人
に
対
し
て
、
九
州
の
所
領
に
下
向

し
、
異
国
の
防
御
と
領
内
悪
党
の
鎮
圧
を
行
う
よ
う
に
命
じ
た
。
こ
れ
は
、
そ
の
直
前
に
高
麗
の
反
乱
軍
三
別
抄
の
使
者
が
来
日
し
、

食
糧
支
援
や
連
帯
を
要
請
し
、
蒙
古
の
襲
来
を
警
告
し
た
こ
と
を
契
機
と
す
る
と

え
ら
れ
る
。
翌
九
年
二
月
、
豊
後
守
護
大
友
頼

南
北
朝
時
代
の
博
多
警
固
番
役
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泰
が
野
上
氏
に
対
し
て
、
筑
前
・
肥
前
の
要
害
を
警
固
す
る
よ
う
に
と
の
幕
府
の
命
令
を
伝
え
た
。
こ
れ
が
異
国
警
固
番
役
の
始
ま

り
と
さ
れ
て
い
る
。

文
永
の
役
直
後
の
建
治
元
年
（
一
二
七
五
）
二
月
、
異
国
警
固
は
整
備
さ
れ
、
一
年
の
春
夏
秋
冬
各
三
ヶ
月
宛
を
九
州
各
国
が
分

担
し
て
順
次
番
役
を
勤
め
る
と
い
う
制
度
に
改
め
ら
れ
た
。
さ
ら
に
翌
建
治
二
年
に
石
築
地
が
博
多
湾
沿
岸
に
築
造
さ
れ
る
。
こ
の

石
築
地
築
造
は
、
国
ご
と
に
担
当
地
域
が
指
定
さ
れ
た
た
め
、
異
国
警
固
番
役
も
石
築
地
築
造
地
域
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
分
担
地
と
分
担
国
の
関
係
は
緊
密
と
な
り
、
今
津
が
大
隅
守
護
領
に
、
香
椎
が
豊
後
守
護
（
大
友
氏
）
領
に
な
る
な
ど
、
分
担

地
が
分
担
国
の
守
護
領
化
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
た
。

嘉
元
二
年
（
一
三
〇
四
）
に
は
、
九
州
を
五
番
に
分
け
、
各
番
そ
れ
ぞ
れ
一
年
間
を
通
し
て
勤
務
す
る
と
い
う
制
度
に
変
更
さ
れ

た
。
同
じ
こ
ろ
、
所
領
が
乏
し
い
者
の
異
国
警
固
番
役
が
免
除
さ
れ
た
。
文
永
の
役
か
ら
二
十
年
以
上
た
っ
て
、
元
の
再
襲
来
も
な

い
こ
と
か
ら
、
勤
務
が
緩
和
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

異
国
警
固
番
役
を
勤
め
る
と
、
守
護
・
守
護
代
等
の
守
護
関
係
者
が
、
覆

3
勘
状
と
い
う
勤
務
完
了
証
明
書
を
発
給
し
た
。
九
州
各

地
に
多
数
の
覆
勘
状
が
残
っ
て
い
る
が
、
文
永
九
年
か
ら
延
慶
三
年
（
一
三
一
〇
）
ま
で
の
も
の
が
残
存
す
る
。
延
慶
三
年
よ
り
以

後
の
覆
勘
状
が
な
ぜ
残
ら
な
い
の
か
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
検
討
課
題
で
あ
る
。

異
国
警
固
番
役
は
御
家
人
以
外
の
武
士
も
勤
務
し
、
覆
勘
状
を
発
給
さ
れ
た
の
で
、
覆
勘
状
を
根
拠
に
御
家
人
身
分
を
争
う
相
論

が
よ
く
起
こ
っ
た
。

（
二

南
北
朝
時
代
の
異
国
警
固
番
役
史
料
の
再
検
討

異
国
警
固
番
役
は
、
南
北
朝
時
代
に
も
行
わ
れ
た
と

え
ら
れ
て
い
る
。『
注
解
元
寇
防
塁
編
年
史
料
』所
収
の
南
北
朝
期
の
史
料

に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
い
き
た
い
。『
注
解
元
寇
防
塁
編
年
史
料
』は
、
南
北
朝
期
の
異
国
警
固
番
役
に
関
し
て
以
下
の
よ
う
に
記

南
北
朝
時
代
の
博
多
警
固
番
役
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し
て

4
い
る
。鎌

倉
幕
府
が
倒
れ
た
あ
と
、
建
武
政
権
下
で
も
、
ひ
き
つ
づ
い
て
異
国
警
固
に
関
す
る
任
務
が
九
州
に
課
せ
ら
れ
た
。
青
方

文
書
に
よ
る
と
、
建
武
二
年
（
一
三
三
五
）
四
月
二
十
七
日
、
肥
前
守
護
使
が
肥
前
国
五
島
西
浦
目
青
方
の
分
の
石
築
地
用
途

六
十
文
を
受
け
取
っ
て
お
り
、
建
武
政
権
下
で
も
、
前
代
同
様
、
石
築
地
の
補
修
を
つ
づ
け
て
い
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。
室
町

幕
府
も
鎌
倉
幕
府
・
建
武
政
権
の
あ
と
を
う
け
、
九
州
の
武
士
た
ち
に
石
築
地
の
補
修
を
課
し
て
い
た
。
大
友
文
書
が
そ
の
こ

と
を
示
し
て
い
る
。
建
武
五
年
（
一
三
三
八
）
閏
七
月
一
日
、
足
利
直
義
は
、
大
友
頼
泰
・
武
藤
頼
尚
に
命
じ
て
石
築
地
役
負

担
者
に
石
築
地
の
修
理
を
行
わ
せ
た
が
、
こ
の
命
令
は
な
か
な
か
き
き
い
れ
ら
れ
ず
、
足
利
尊
氏
は「
難
渋
の
輩
に
至
り
て
は
、

罪
科
に
処
せ
ん
」
と
い
っ
て
い
る
。
建
武
三
年
（
一
三
三
六
）、
一
色
範
氏
（
法
名
、
道
猷
）
が
九
州
幕
府
軍
の
総
管
領
に
任
じ

て
九
州
の
経
営
に
従
う
が
、
管
下
の
武
士
に
警
固
関
係
の
諸
番
役
を
課
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
博
多
警
固
番
役
、
あ
る
い
は

単
に
番
役
と
称
せ
ら
れ
て
い
る
も
の
な
ど
は
、
前
述
の
大
友
文
書
な
ど
を

え
あ
わ
せ
る
と
、
異
国
警
固
番
役
で
あ
っ
た
か
も

知
れ
な
い
が
、
今
は
確
証
を
得
な
い
。（
中
略
）

一
色
範
氏
の
子
直
氏
が
貞
和
二
年
（
一
三
四
六
）
の
八
月
ご
ろ
、
鎮
西
管
領
（
九
州
探
題
）
と
し
て
九
州
に
下
っ
た
の
を
機

に
、
室
町
幕
府
は
、
九
州
統
治
に
関
す
る
諸
問
題
を
整
理
し
、
事
書
と
し
て
直
氏
に
示
し
た
。
そ
の
中
に
「
異
賊
防
禦
構
え
以

下
の
事
」
が
あ
り
、
先
規
の
と
お
り
処
理
せ
よ
と
命
じ
て
い
る
。
こ
れ
が
、
単
に
前
幕
府
の
規
式
を
追
う
と
い
う
形
式
的
な
も

の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
は
、
前
の
大
友
文
書
の
事
実
に
徴
し
て
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
貞
和
二
年
令
が
鎮
西
管
領
を
執

行
の
最
高
責
任
者
と
し
て
い
る
の
に
は
、
鎌
倉
幕
府
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
た
、
異
国
防
禦
を
て
こ
と
す
る
九
州
統
治
を
今
こ
こ

に
再
生
さ
せ
よ
う
と
い
う
政
策
的
意
図
が
伏
在
し
て
い
た
と

え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
前
代
で
は
そ
れ
は
確
か
に
有
効
で
あ
っ

た
が
、
南
北
朝
前
期
の
こ
の
段
階
で
現
実
化
す
る
に
は
、
対
象
そ
の
も
の
が
形
骸
化
し
て
お
り
、
政
治
的
条
件
に
も
欠
け
て
い

た
。
九
州
の
武
士
た
ち
に
異
国
警
固
の
諸
役
を
実
現
し
継
続
さ
せ
る
こ
と
は
、
ま
ず
不
可
能
で
あ
っ
た
。
貞
和
四
年
以
後
、
異

南
北
朝
時
代
の
博
多
警
固
番
役
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国
警
固
に
関
す
る
確
か
な
事
実
は
認
め
ら
れ
な
い
。
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
事
実
が
な
く
な
っ
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
を
意
味

し
よ
う
。
つ
ま
り
石
築
地
は
、
南
北
朝
中
期
以
後
、
放
置
さ
れ
た
ま
ま
、
し
だ
い
に
砂
中
に
埋
も
れ
て
い
き
、
そ
う
で
な
い
も

の
は
漸
次
崩
壊
し
て
い
っ
た
。」

建
武
政
権
や
室
町
幕
府
も
石
築
地
の
補
修
を
行
い
、
異
国
警
固
関
係
の
諸
役
を
課
し
た
が
、
南
北
朝
時
代
で
は
鎌
倉
時
代
の
よ
う

に
、
異
国
警
固
の
諸
役
を
実
現
し
、
継
続
さ
せ
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
貞
和
四
年（
一
三
四
八
）以
後
、
そ
れ
は
行
わ
れ
な
か
っ

た
と
す
る
の
で
あ
る
。
博
多
警
固
番
役
に
関
し
て
は
、
異
国
警
固
番
役
の
可
能
性
が
あ
る
が
、
確
証
を
得
な
い
と
す
る
。

以
下
、『
注
解
元
寇
防
塁
編
年
史
料
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
南
北
朝
期
の
異
国
警
固
関
係
史
料
を
検
討
し
よ
う
。

肥

前

ひ
ぜ
ん
の

国
く
に
五

島
た
う

西

浦

目

に
し
う
ら
め

青

方

あ
□
か
た
の

分
ぶ
ん
の

石

築

地

い
し
つ
い
ぢ

用

途

よ
□
と
う
六
十
文
う
け
と
り
候
了
、
よ
て
う
け
と
り
如

件
、

建
武
二
年
四
月
二
十
七
日

守

護
す
ご
の
御

使

つ
か
い
五
郎
三
郎
（
花
押
）

役
や
く
人
も
ち
ま
ろ
の
代
む
ま
の

太

郎

（

5

花
押

建
武
二
年
（
一
三
三
五
）
二
月
二
十
七
日
、
肥
前
守
護
使
五
郎
三
郎
ら
が
、
肥
前
国
五
島
西
浦
目
青
方
の
分
の
石
築
地
用
途
六
十

文
を
受
け
取
っ
た
こ
と
を
記
し
た
請
取
状
で
あ
る
。
本
文
書
は
、
建
武
政
権
期
に
、
代
銭
納
化
し
た
石
築
地
役＝

石
築
地
用
途
を
肥

前
守
護
が
徴
収
し
た
こ
と
を
示
す
史
料
で
あ
る
。
鎌
倉
幕
府
滅
亡
後
も
、
石
築
地
役
を
代
銭
納
す
る
こ
と
を
、
従
来
か
ら
同
役
を
勤

仕
し
て
き
た
御
家
人
が
当
然
の
こ
と
と

え
、
負
担
し
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
文
書
は
、
肥
前
守
護
に
よ
る
石

築
地
用
途
の
徴
収
の
事
実
を
示
す
史
料
で
は
あ
っ
て
も
、
石
築
地
の
修
築
を
示
す
史
料
で
は
な
い
こ
と
に
も
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。

こ
の
史
料
か
ら
は
、
石
築
地
の
修
築
ま
で
を
明
確
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

南
北
朝
初
期
の
大
友
文
書
に
は
、
次
の
二
通
の
石
築
地
修
理
関
係
の
文
書
が

6
あ
る
。

南
北
朝
時
代
の
博
多
警
固
番
役

二
一



朱
書当

御
代
鎮
西
後
見
事
」

鎮
西
警
固
石
築
地
事
、
有
破
損
之
間
、
大
宰
少
弐
頼
尚
相
共
、
早
仰
本
役
人
、
今
年
中
可
修
理
之
由
、
可
触
催
之
、
若
有
難
渋

之
輩
者
、
就
注
進
交
名
、
可
処
罪
科
之
状
如
件
、

建
武
五
年
後
七
月
一
日

足
利
直
義頭

殿
御

判

大
友

（
氏
泰

式
部
丞
殿

（
朱
書
）

同
前
」

鎮
西
要
害
石
築
地
修
固
事
、
両
度
被
仰
訖
、
早
太
宰
少
弐
頼
尚
相
共
、
守
本
役
所
、
可
加
催
促
、
至
難
渋
之
輩
者
、
為
処
于
罪

科
、
可
注
申
之
状
如
件
、

康
永
元
年
五
月
三
日

足
利
尊
氏
カ

御
判

大
友

氏
泰

式
部
丞
殿

前
者
の
足
利
直
義
御
教
書
案
は
、
建
武
五
年
（
一
三
三
八
）
閏
七
月
一
日
、
足
利
直
義
が
大
友
氏
泰
に
対
し
て
、「
鎮
西
警
固
石
築

地
」
が
破
損
し
た
の
で
、
少
弐
頼
尚
と
と
も
に
修
理
を
加
え
る
よ
う
に
催
促
さ
せ
た
文
書
で
あ
る
。
後
者
の
足
利
尊
氏
御
判
御
教
書

案
は
、
康
永
元
年
（
一
三
四
二
）
五
月
三
日
、
足
利
尊
氏
が
大
友
氏
泰
に
対
し
て
、「
鎮
西
要
害
石
築
地
」
の
修
固
を
、
少
弐
頼
尚
と

と
も
に
催
促
を
加
え
る
よ
う
に
命
じ
た
文
書
で
あ
る
。
一
見
す
る
と
、
成
立
期
の
室
町
幕
府
が
、
石
築
地
の
修
理
を
大
友
氏
泰
・
少

弐
頼
尚
と
い
う
九
州
の
有
力
守
護
に
命
じ
た
文
書
で
あ
り
、
幕
府
が
異
国
警
固
に
大
き
な
関
心
を
持
ち
、
実
際
に
石
築
地
の
修
理
を

命
じ
た
が
、「
難
渋
の
輩
」
が
お
り
、
修
理
が
順
調
に
い
か
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
大
友
氏
と
少
弐
氏
（
武
藤
氏
）
は
、

蒙
古
襲
来
前
後
の
鎮
西
奉
行
で
も
あ
り
、蒙
古
合
戦
の
指
揮
や
蒙
古
合
戦
恩
賞
地
の
配
分
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
守
護
で
あ
り
、

南
北
朝
時
代
の
博
多
警
固
番
役

二
二



南
北
朝
初
期
に
お
い
て
も
、
こ
う
し
た
両
氏
の
役
割
が
継
続
し
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
し
か
し
、
当
時
は
す
で
に
鎮
西
管
領（
九

州
探
題
）
が
博
多
に
設
置
さ
れ
て
お
り
、
大
宰
府
の
少
弐
氏
や
豊
後
の
大
友
氏
に
頼
ら
ず
と
も
、
直
属
の
鎮
西
管
領
一
色
氏
に
指
示

す
れ
ば
事
足
り
た
は
ず
で
あ
る
。
両
文
書
が
い
ず
れ
も
案
文
で
あ
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
疑
問
が
残
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
両
通
は
、
大
友
文
書
の
「
鎌
倉
代
々
御
教
書
」
計
二
十
一
通
の
中
の
文
書
で
あ
る
。
こ
の
一
連
の
案
文＝

具
書
案
は
、
一
部

に
大
友
文
書
に
現
存
す
る
正
文
を
写
し
た
も
の
も
あ
る
が
、
多
く
は
偽
文
書
で
あ
り
、
具
書
案
全
体
の
目
的
は
、
大
友
本
宗
家
が
豊

後
一
国
の
守
護
に
押
し
込
め
ら
れ
る
と
い
う
屈
辱
的
な
状
況
か
ら
脱
出
し
て
、
豊
後
以
外
の
領
域
に
お
け
る
権
限
を
回
復
す
る
こ
と

に
あ
っ
た
こ
と
、
延
文
四
年
（
一
三
五
九
）
八
月
の
筑
後
川
合
戦
の
直
後
、
大
友
氏
時
が
、
失
わ
れ
た
権
限
を
回
復
す
べ
く
幕
府
に

訴
え
を
提
起
し
、
そ
の
訴
状
に
こ
れ
ら
具
書
案
が
副
え
ら
れ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て

7
い
る
。
こ
の
両
通
の
文
書
も
、
大
友
氏
が
少
弐

氏
と
と
も
に
石
築
地
役
催
促
と
い
う
重
要
事
項
を
南
北
朝
初
期
に
司
っ
て
い
た
こ
と
を
主
張
す
る
た
め
に
作
成
さ
れ
た
偽
文
書
と
理

解
さ
れ
る
。

貞
和
二
年
（
一
三
四
六
）
十
二
月
七
日
、
足
利
直
義
は
鎮
西
管
領
一
色
直
氏
に
対
し
て
、「
鎮
西
事
々
書
」
を
送

8
っ
た
。
こ
の
文
書

に
付
随
し
て
、「
鎮
西
沙
汰
条
々
」
三
か
条
が
残
っ
て
い
る
。
そ
の
第
三
条
に
次
の
よ
う
な
条
文
が
あ
る
。

一

異
賊
防
禦
構
以
下
事
、

任
先
規
可
致
計
沙
汰
矣

こ
れ
は
、「
異
賊
防
禦
構
」す
な
わ
ち
石
築
地
を
先
規
に
任
せ
て
取
り
仕
切
る
よ
う
に
命
じ
た
条
文
で
あ
る
。
一
色
直
氏
は
、
貞
和

二
年
八
月
ご
ろ
、
鎮
西
管
領
に
就
任
し
て
お
り
、
同
時
に
博
多
全
体
が
鎮
西
管
領
在
所
に
指
定
さ

9
れ
た
。
し
た
が
っ
て
こ
の
「
鎮
西

沙
汰
条
々
」
は
、
鎮
西
管
領
に
就
任
し
た
一
色
直
氏
に
対
す
る
室
町
幕
府
か
ら
の
指
示
で
あ
っ
た
が
、
具
体
的
に
は
、
石
築
地
の
修

築
の
監
督
を
命
じ
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
条
か
ら
、
室
町
幕
府
が
広
義
の
異
国
警
固
を
念
頭
に
置
い
て
お
り
、
そ
の
責

任
者
を
鎮
西
管
領
と

え
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
、
一
色
直
氏
が
こ
の
条
々
を
守
護
管
国
な
い
し
九
州
一
円
に
遵
行
し
た

南
北
朝
時
代
の
博
多
警
固
番
役

二
三



史
料
は
な
い
し
、
実
際
に
石
築
地
の
修
築
を
行
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
覆
勘
状
の
よ
う
な
文
書
も
存
在
し
な
い
。「
博
多
警
固
番
役
」

の
勤
仕
を
示
す
史
料
は
多
数
存
在
す
る
が
、
後
述
の
よ
う
に
、
こ
れ
ら
は
鎌
倉
時
代
の
異
国
警
固
番
役
と
は
全
く
異
な
る
も
の
で
あ

る
。
初
期
の
室
町
幕
府
は
、
異
国
警
固
に
関
心
が
あ
り
、
そ
の
監
督
を
鎮
西
管
領
に
指
示
し
た
が
、
実
際
に
勤
仕
さ
れ
た
形
跡
は
な

い
と

え
て
お
き
た
い
。

室
町
時
代
に
至
っ
て
も
、
次
の
よ
う
な
石
築
地
関
係
史
料
が
存
在
す
る
。

肥
後
国
石
築
地
料
所
筑
前
国
山
門
庄
事
、
所
預
置
也
、
早
守
先
例
、
可
有
其
沙
汰
状
如
件
、

応
永
十
一
年
十
一
月
六
日

渋
川
満
頼

右
兵
衛
佐

花
押

阿
蘇

惟
村

大
宮

10
司
殿

応
永
十
一
年
（
一
四
〇
四
）
十
一
月
六
日
、
九
州
探
題
渋
川
満
頼
が
阿
蘇
大
宮
司
惟
村
に
対
し
て
、
肥
後
国
石
築
地
料
所
で
あ
る

筑
前
国
山
門
庄
を
預
け
置
い
た
文
書
で
あ
る
。
山
門
庄
は
早
良
郡
に
あ
る
荘
園
で
あ
る
が
、
こ
の
文
書
で
は
肥
後
国
石
築
地
料
所
と

表
現
さ
れ
て
い
る
。
石
築
地
料
所
と
は
石
築
地
の
築
造
や
修
理
に
か
か
る
費
用
を
負
担
す
る
た
め
の
所
領
と

え
ら
れ
る
。
肥
後
国

の
石
築
地
分
担
地
は
早
良
郡
生
松
原
で
あ
り
、
山
門
庄
は
そ
の
近
隣
に
あ
た
る
。
生
松
原
の
石
築
地
築
造
・
修
理
の
た
め
の
料
所
が

近
隣
に
設
定
さ
れ
て
い
た
も
の
と

え
ら
れ
る
。

こ
の
文
書
が
物
語
る
の
は
、
石
築
地
築
造
・
修
理
の
た
め
の
所
領
が
、
阿
蘇
惟
村
に
預
け
置
か
れ
た
こ
と
で
あ
り
、
実
際
に
当
時
、

石
築
地
の
修
築
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
は
な
い
。

室
町
幕
府
は
、
異
国
警
固
を
重
要
な
事
項
と

え
、
鎮
西
管
領
に
そ
の
監
督
を
命
じ
た
の
で
あ
る
が
、
南
北
朝
・
室
町
期
を
通
じ

て
、
鎮
西
管
領
・
九
州
探
題
が
そ
れ
を
武
士
た
ち
に
指
示
し
た
り
、
武
士
た
ち
が
異
国
警
固
番
役
の
勤
仕
や
石
築
地
の
築
造
を
実
際

に
行
っ
た
こ
と
を
示
す
史
料
は
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

南
北
朝
時
代
の
博
多
警
固
番
役

二
四



二

南
北
朝
時
代
の
博
多
警
固
番
役

（
一

博
多
警
固
番
役
関
係
文
書
の
三
類
型

本
節
で
は
、
南
北
朝
時
代
の
博
多
警
固
番
役
に
関
す
る
史
料
を
検
討
し
、
こ
れ
が
異
国
警
固
番
役
と
同
じ
課
役
で
あ
る
の
か
否
か

を
検
討
す
る
。
典
型
的
な
博
多
警
固
番
役
の
史
料
を
示
そ
う
。

博
多
警
固
番
役
事
、
任
被
仰
下
之
旨
、
肥
前
国
龍
造
寺
孫
六
入
道

家
房

実
善
、
自
去
潤
七
月
十
一
日
至
于
同
八
月
十
日
、
三
十
ヶ
日

令
勤
仕
候
訖
、
以
此
旨
可
御
披
露
候
、
恐
惶
謹
言
、

建
武
五
年
八
月

日

沙
弥
実
善

進
上

御
奉
行
所

「
承
候
了
、

（
小
俣
道
剰

沙
弥
（
花

11
押
）

建
武
五
年
（
一
三
三
八
）
閏
七
月
十
一
日
か
ら
八
月
十
日
ま
で
、
博
多
警
固
番
役
を
三
十
日
間
勤
仕
し
た
肥
前
の
龍
造
寺
家
房
が
、

終
了
時
に
鎮
西
管
領
に
提
出
し
た
注
進
状
で
あ
る
。
こ
れ
は
書
止
に
「
以
此
旨
可
御
披
露
候
」
と
い
う
文
言
が
あ
る
と
お
り
、
披
露

状
で
あ
り
、
提
出
後
、
鎮
西
管
領
の
侍
所
小
俣
道
剰
は
「
承
候
了
」
と
証
判
を
加
え
て
い
る
。「
任
被
仰
下
之
旨
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

上
か
ら
の
指
示
に
よ
っ
て
番
役
を
勤
仕
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
注
進
状
形
式
の
博
多
警
固
番
役
関
係
の
文
書
を
Ａ
形
式
と

す
る
。

こ
れ
に
対
し
、
次
の
よ
う
な
文
書
も
あ
る
。

博
多
警
固
番
役
三
十
ヶ
日
被
勤
仕
候
訖
、
仍
之
状
如
件
、

暦
応
二

七
月
八
日

小
俣
道
剰

正
栄
（
花
押
）

松
浦
青
方

高
直

孫
四

12
郎
殿

南
北
朝
時
代
の
博
多
警
固
番
役

二
五



こ
の
文
書
は
、
暦
応
二
年
（
一
三
三
九
）
七
月
八
日
、
小
俣
道
剰
が
青
方
高
直
が
「
博
多
警
固
番
役
」
を
三
十
日
勤
仕
し
た
こ
と

を
証
明
し
た
覆
勘
状
で
あ
る
。
異
国
警
固
番
役
覆
勘
状
が
守
護
も
し
く
は
そ
の
関
係
者
が
発
給
す
る
の
に
対
し
、
本
文
書
は
鎮
西
管

領
の
侍
所
が
発
給
し
て
い
る
こ
と
が
相
違
し
て
い
る
。
こ
の
文
書
が
警
固
番
役
覆
勘
状
の
終
見
で
あ
る
と

13
い
う
。
こ
う
し
た
覆
勘
状

形
式
の
博
多
警
固
番
役
文
書
を
、
Ｂ
形
式
と
す
る
。

Ａ
・
Ｂ
の
番
役
を
勤
仕
し
た
こ
と
を
証
明
す
る
文
書
以
外
に
、
上
級
権
力
が
番
役
勤
仕
を
命
じ
た
文
書
も
あ
る
。

博
多
警
固
事
、

一
族
等

□
□
□
令
結
番
、
可
被

在
津
、致

□
□
□
忠
勤
者
、
可
注
進

京
都
也

□
□
□
、
仍
執
達
如
件
、

暦
応
二
年
五
月
十
五
日

一
色
範
氏

沙
弥
（
花
押
）

深
堀

時
通

孫
太
郎
入

14
道
殿

こ
の
文
書
は
、
暦
応
二
年
五
月
十
五
日
、
鎮
西
管
領
一
色
範
氏
が
、
深
堀
時
通
に
博
多
警
固
を
命
じ
た
軍
勢
催
促
状
で
あ
る
。
先

に
の
べ
た
上
か
ら
の
指
示
と
は
、
こ
う
し
た
催
促
状
を
示
す
と

え
ら
れ
る
。
こ
の
軍
勢
催
促
状
形
式
の
博
多
警
固
関
係
文
書
を
Ｃ

形
式
と
す
る
。

こ
の
他
、
次
の
よ
う
な
文
書
も
あ
る
。

凶
徒
蜂
起
之
由
風
聞
之
間
、
肥
前
国
深
堀

時
広

三
郎
五
郎
今
月
十
六
日
馳
参
博
多
中
河
、
令
付
御
着
到
候
了
、
以
此
旨
可
有
御
披
露
候
、

恐
惶
謹
言
、

建
武
三
年
七
月
十
七
日

平
時
広

進
上

御
奉
行
所

「
承
候
了
、

佐
竹
重
義

15

花
押
）」

こ
れ
は
建
武
三
年
七
月
十
七
日
、
深
堀
時
広
が
博
多
中
河
に
馳
せ
参
じ
た
こ
と
を
述
べ
た
着
到
状
で
あ
り
、
佐
竹
重
義
が
証
判
を

加
え
て
い
る
。
こ
れ
は
、
博
多
警
固
番
役
を
勤
仕
し
た
史
料
で
は
な
い
が
、
実
態
と
し
て
は
博
多
警
固
番
役
の
勤
仕
に
つ
な
が
る
も

南
北
朝
時
代
の
博
多
警
固
番
役

二
六



の
で
あ
る
。

こ
の
博
多
警
固
番
役
と
関
連
し
て
、「
聖
福
寺
総
門
」
宿
直
、「
箱
崎
内
夜
廻
」、「
箱
崎
前
浜
灯
炉
堂
」
辻
固
・
宿
直
、「
博
多
談
議

所
辻
固
」
な
ど
多
様
な
番
役
勤
仕
の
史
料
が

16
あ
る
。
こ
れ
ら
も
博
多
警
固
番
役
と
密
接
に
関
連
す
る
も
の
と

え
ら
れ
る
た
め
、
広

義
の
博
多
警
固
番
役
関
係
の
勤
仕
と
位
置
づ
け
た
い
。

こ
れ
ら
Ａ
〜
Ｃ
の
文
書
形
式
の
相
互
の
関
係
に
つ
い
て
、
後
掲
表
一
〜
三
を
も
と
に
述
べ
よ
う
。
例
え
ば
、
建
武
三
年
六
月
十
日
、

佐
竹
重
義
は
深
堀
時
通
に
対
し
て
、
箱
崎
内
夜
廻
一
夜
の
勤
仕
を
命
じ
た（
Ｃ
形
式
）。
こ
れ
に
対
し
て
、
深
堀
時
通
は
箱
崎
内
夜
廻

一
夜
を
勤
め
、
六
月
十
一
日
、
勤
仕
し
た
旨
を
記
し
た
注
進
状
を
書
き
、
佐
竹
重
義
が
証
判
を
加
え
て
い
る（
Ａ
形
式
）。
ま
た
、
暦

応
二
年
五
月
十
五
日
、
一
色
範
氏
は
深
堀
時
通
に
対
し
て
、
博
多
警
固
に
つ
き
、
一
族
等
が
結
番
し
、
博
多
に
在
津
す
る
よ
う
に
命

じ
た（
Ｃ
形
式
）。
こ
れ
に
対
し
て
深
堀
時
通
は
、
六
月
三
日
、
二
十
日
間
の
博
多
警
固
を
勤
め
た
こ
と
を
述
べ
た
注
進
状
を
作
成
し
、

一
色
範
氏
が
証
判
を
加
え
た（
Ａ
形
式
）。
こ
れ
ら
の
史
料
的
な
相
互
の
連
関
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
形
式
の
文
書
は
無
関
係
に
存
在
し

た
も
の
で
は
な
く
、
緊
密
に
関
係
し
合
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
催
促
状
と
番
役
勤
仕
注
進
状
・
覆
勘
状
と
の
関
係
で
あ
る
か
ら
、
当

然
の
こ
と
で
あ
る
。

関
係
史
料
と
し
て
は
、
Ａ
形
式
が
圧
倒
的
に
多
く
、
そ
れ
に
Ｃ
形
式
が
続
く
。
Ｂ
形
式
は
一
例
の
み
で
あ
る
。
鎌
倉
時
代
的
な
覆

勘
状
は
、
博
多
警
固
番
役
の
勤
仕
を
証
明
す
る
文
書
と
し
て
は
例
外
的
な
存
在
で
あ
っ
た
。
こ
れ
も
博
多
警
固
番
役
が
異
国
警
固
番

役
と
は
別
系
統
で
あ
る
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
。

（
二

時
期
区
分
と
そ
の
内
容

広
義
の
博
多
警
固
番
役
に
関
す
る
史
料
を
収
集
す
る
と
、
大
き
く
三
時
期
に
分
か
れ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
第
一
期
は
、
建
武
三

年
五
月
〜
八
月
の
四
か
月
で
あ
る
。
こ
の
時
期
は
、
建
武
三
年
三
月
の
筑
前
多
々
良
川
合
戦
で
足
利
尊
氏
が
勝
利
を
収
め
た
直
後
で

南
北
朝
時
代
の
博
多
警
固
番
役

二
七



あ
り
、
鎮
西
管
領
の
設
置
直
後
に
あ
た
る
。
第
二
の
時
期
は
、
建
武
五
年
（
暦
応
元
）
六
月
〜
暦
応
二
年
十
一
月
の
一
年
六
か
月
間

で
あ
る
。
一
色
範
氏
は
、
暦
応
元
年
九
月
に
菊
池
氏
討
伐
の
た
め
筑
後
に
出
陣
し
て
い
る
よ
う
に
、
九
州
南
朝
の
鎮
圧
が
大
き
な
政

治
的
課
題
で
あ
っ
た
。
第
三
の
時
期
は
、
貞
和
四
年
（
一
三
四
八
）
の
三
月
〜
五
月
の
三
か
月
間
で
あ
る
。
貞
和
二
年
（
一
三
四
六
）

八
月
ご
ろ
一
色
直
氏
は
鎮
西
管
領
に
任
命
さ
れ
る
が
、
貞
和
四
年
八
月
に
は
、
南
朝
追
討
の
た
め
に
筑
後
・
肥
後
に
発
向
し
、
征
西

将
軍
の
軍
と
戦
っ
て
い
る
。
第
三
期
は
、
鎮
西
管
領
就
任
の
約
一
年
後
に
あ
た
り
、
南
朝
軍
追
討
戦
の
直
前
に
相
当
す
る
。

次
に
時
期
ご
と
の
特
徴
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。

①
建
武
三
年
五
月
〜
八
月

こ
の
時
期
の
広
義
の
博
多
警
固
番
役
関
係
史
料
を
一
覧
表
に
し
た
の
が
、

17
表
一
で
あ
る
。

表
一

南
北
朝
時
代
の
博
多
警
固
番
役
（
一
）

年

月

日

勤
仕
者

国
名

勤
仕
内
容

期
間

形
式

証
判

発
給

文
書
番
号

建
武
三
・
五
・
一
〇

武
雄
大
宮
司
代
員
門

肥
前

聖
福
寺
総
門
一
夜
宿
直

一
夜

Ａ

一
色
範
氏

①
六
一
〇

建
武
三
・
六
・
一
〇

深
堀
時
通

肥
前

箱
崎
内
夜
廻

一
夜

Ｃ

佐
竹
重
義

①
六
二
六

建
武
三
・
六
・
一
一

深
堀
時
通

肥
前

箱
崎
内
夜
廻

一
夜

Ａ

佐
竹
重
義

①
六
二
七

建
武
三
・
六
・
三
〇

小
代
義
宗

肥
後

惣
門
警
固

一
夜

Ａ

佐
竹
重
義

①
六
二
八

建
武
三
・
六
・
三
〇

深
堀
時
通

肥
前

箱
崎
前
浜
灯
炉
堂
辻
固

一
夜

Ｃ

佐
竹
重
義

①
六
四
二

建
武
三
・
七
・
一

深
堀
時
通

肥
前

箱
崎
前
浜
灯
炉
堂
宿
直

Ａ

佐
竹
重
義

①
六
六
五

建
武
三
・
七
・
一

深
堀
時
広

肥
前

筥
崎
前
浜
灯
炉
堂
宿
直

Ａ

佐
竹
重
義

①
六
六
六

建
武
三
・
七
・
七

武
雄
女
大
宮
司
代
通
幸

肥
前

筥
崎
若
宮
後
辻
固

Ａ

佐
竹
重
義

①
六
七
〇

建
武
三
・
七
・
一
一

深
堀
時
通

肥
前

博
多
談
義
所
辻
固

Ａ

佐
竹
重
義

①
六
七
九

建
武
三
・
七
・
一
一

深
堀
時
広

肥
前

博
多
談
義
所
辻
固

Ａ

佐
竹
重
義

①
六
八
〇

南
北
朝
時
代
の
博
多
警
固
番
役

二
八
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建
武
三
・
七
・
一
七

榊
貞
康

肥
前

博
多
聖
福
寺
惣
門
宿
直

一
日
一
夜

Ａ

佐
竹
重
義

①
六
八
七

建
武
三
・
八
・
一
八

龍
造
寺
家
親

肥
前

惣
門
警
固

一
日
一
夜

Ａ

合
志
幸
隆

①
七
二
二

建
武
三
年
五
月
十
日
か
ら
同
年
八
月
十
八
日
に
及
ぶ
十
二
例
で
あ
る
、
勤
務
内
容
は
、
聖
福
寺
総
門
警
固（
五
月
十
日
）、
箱
崎
内

夜
廻
（
六
月
十
日
〜
十
一
日
）、（
聖
福
寺
か
）
惣
門
警
固
（
六
月
三
十
日
）、
箱
崎
前
浜
灯
炉
堂
辻
固
・
宿
直
（
六
月
三
十
日
〜
七
月

一
日
）、
筥
崎
若
宮
後
辻
固
（
七
月
七
日
）、
博
多
談
議
所
辻
固
（
七
月
十
一
日
）、
聖
福
寺
惣
門
宿
直
・
警
固
（
七
月
十
七
日
〜
八
月

十
八
日
）
と
推
移
す
る
。
勤
仕
の
期
間
は
、
一
夜
な
い
し
一
日
一
夜
で
あ
り
、
極
め
て
短
期
間
の
も
の
で
あ
っ
た
。

聖
福
寺
は
異
国
警
固
番
役
と
は
関
係
が
な
い
の
で
、
聖
福
寺
の
総
門
（
惣
門
）
警
固
・
宿
直
は
異
国
警
固
番
役
で
は
な
く
、
当
時
、

聖
福
寺
の
塔
頭
直
指
庵
に
寄
宿
し
て

18
い
た
鎮
西
管
領
一
色
氏
の
身
辺
警
備
と

え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。

為
御
座
之
警
固
、
箱
崎
内
夜
廻
事
、
催
一
族
、
一
夜

衍

可
可
被
致
其
役
之
由
、
依
仰
状
如
件
、

建
武
三六

月
十
日

実
之
（
花
押
）

佐
竹

重
義
（
花
押
）

深
堀

時
通

孫
太
郎
入

19
道
殿

佐
竹
重
義
ら
が
深
堀
時
通
に
宛
て
た
箱
崎
内
夜
廻
の
催
促
状
で
あ
る
。
佐
竹
重
義
は
鎮
西
管
領
一
色
氏
の
侍
所
で
あ
る
か
ら
、
本

文
書
の
発
給
主
体
は
一
色
範
氏
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
冒
頭
の
「
御
座
之
警
固
」
は
一
色
氏
の
居
所
の
警
固
で
あ
る
。
箱
崎
に
お

け
る
夜
廻
り
や
前
浜
灯
炉
堂
辻
固
・
宿
直
や
博
多
談
議
所
の
辻
固
も
一
色
氏
の
身
辺
警
備
で
あ
る
と

え
ら
れ
る
。
一
色
範
氏
は
聖

福
寺
に
寄
宿
し
な
が
ら
、
箱
崎
の
灯
炉
堂
や
筥
崎
宮（
若
宮
）、
博
多
談
議
所
と
い
っ
た
宗
教
施
設
を
頻
繁
に
訪
問
し
て
い
た
こ
と
も

判
明
す
る
。
こ
れ
は
範
氏
の
信
仰
の
あ
り
方
を
示
す
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
一
連
の
史
料
か
ら
範
氏
の
身
辺
警
護
を
日
夜
行
う
武

南
北
朝
時
代
の
博
多
警
固
番
役

二
九



士
た
ち
の
姿
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

こ
こ
で
深
堀
時
通
一
人
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
、
六
月
十
日
に
鎮
西
管
領
か
ら
箱
崎
夜
廻
の
一
夜
勤
仕
を
命
じ
ら
れ
、
実
際
に
勤

仕
し
た
。
六
月
三
十
日
に
は
、
佐
竹
重
義
か
ら
箱
崎
前
浜
灯
炉
堂
辻
固
の
一
夜
の
宿
直
を
命
じ
ら
れ
、
実
際
に
勤
仕
し
た
。
そ
の
後
、

時
通
は
、
博
多
談
議
所
辻
固
の
宿
直
を
命
じ
ら
れ
、
勤
仕
し
た（
七
月
十
日
か
）。
こ
の
よ
う
に
、
個
別
の
番
役
勤
仕
命
令
は
、
一
夜

な
い
し
一
日
一
夜
で
あ
っ
た
が
、
少
な
く
と
も
六
月
十
日
か
ら
七
月
十
一
日
ま
で
は
、
鎮
西
管
領
周
辺
に
あ
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ

る
。
期
間
は
約
一
月
に
相
当
す
る
。

②
建
武
五
年
六
月
〜
暦
応
二
年
十
一
月

第
二
期
に
お
け
る
広
義
の
博
多
警
固
番
役
関
係
史
料
を
整
理
し
た
の
が
、
表
二
で
あ
る
。

表
二

南
北
朝
時
代
の
博
多
警
固
番
役
（
二
）

年

月

日

勤
仕
者

国
名

勤
仕
内
容

期
間

形
式

証
判

発
給

文
書
番
号

建
武
五
・
六
・
一
一

福
田
兼
益

肥
前

博
多
三
十
日
御
番
警
固

三
〇
日

Ａ

⑦
六
九
九
三

建
武
五
・
六
・
一
五

福
田
理
慶

肥
前

博
多
三
十
日
御
番
警
固

三
〇
日

Ａ

⑦
六
九
九
四

建
武
五
・
七
・
一
二

深
堀
時
通

肥
前

参
津
、
勤
仕
番
役

三
〇
日

Ａ

今
川
頼
貞
カ

①
一
二
〇
一

建
武
五
・
七
・
一
二

深
堀
時
通

肥
前

参
津
、
勤
仕
番
役

三
〇
日

Ａ

小
俣
道
剰

①
一
二
〇
二

建
武
五
・
七
・
一
二

深
堀
政
綱

肥
前

参
津
、
勤
仕
番
役

三
〇
日

Ａ

小
俣
道
剰

①
一
二
〇
三

建
武
五
・
八
・
一
一

今
村
高
秀

肥
前

博
多
警
固
番
役

一
月

Ａ

？

①
一
二
二
八

建
武
五
・
八

龍
造
寺
家
房

肥
前

博
多
警
固
番
役

三
〇
日

Ａ

小
俣
道
剰

①
一
二
三
九

暦
応
二
・
二
・
二
〇

原
田
種
貞

筑
前

博
多
津
警
固
番
役

一
一
日

Ａ

②
一
三
〇
九

暦
応
二
・
四
・
一
六

武
雄
女
大
宮
司
代
通
幸

肥
前

博
多
警
固
番
役

一
月

Ａ

？

②
一
三
二
六

南
北
朝
時
代
の
博
多
警
固
番
役

三
〇



暦
応
二
・
五
・
五

福
田
理
慶

肥
前

三
ケ
日
夜
御
侍
番
役

Ａ

⑦
七
〇
〇
七

暦
応
二
・
五
・
五

福
田
兼
益

肥
前

御
侍
番
役

Ａ

⑦
七
〇
〇
八

暦
応
二
・
五
・
五

福
田
兼
氏

肥
前

御
侍
番
役

Ａ

⑦
七
〇
〇
九

暦
応
二
・
五
・
一
五

福
田
理
慶

肥
前

博
多
警
固
番
役

三
〇
日

Ａ

⑦
七
〇
一
一

暦
応
二
・
五
・
一
五

福
田
兼
益

肥
前

博
多
警
固
番
役

三
〇
日

Ａ

⑦
七
〇
一
二

暦
応
二
・
五
・
一
五

深
堀
時
通

肥
前

博
多
警
固

Ｃ

一
色
範
氏

②
一
三
四
〇

暦
応
二
・
五
・
二
一

深
堀
時
通

肥
前

御
侍
番
役

三
日
夜

Ｃ

頼
員

②
一
三
四
三

暦
応
二
・
五

深
堀
時
通

肥
前

御
侍
番

四
日

Ａ

頼
員

②
一
三
四
七

暦
応
二
・
五

深
堀
時
広

肥
前

御
侍
番

四
日

Ａ

頼
員

②
一
三
四
八

暦
応
二
・
六
・
三

深
堀
時
通

肥
前

博
多
警
固

二
〇
日

Ａ

一
色
範
氏

②
一
三
五
一

暦
応
二
・
六
・
三

深
堀
時
広

肥
前

博
多
警
固

二
〇
日

Ａ

一
色
範
氏

②
一
三
五
二

暦
応
二
・
六
・
一
一

深
堀
時
通

肥
前

参
津
、
勤
仕
番
役

三
〇
日

Ａ

小
俣
道
剰

②
一
三
五
三

暦
応
二
・
六
・
一
一

深
堀
政
綱

肥
前

参
津
、
勤
仕
番
役

三
〇
日

Ａ

小
俣
道
剰

②
一
三
五
四

暦
応
二
・
七
・
八

青
方
高
直

肥
前

博
多
警
固
番
役

三
〇
日

Ｂ

小
俣
道
剰

②
一
三
六
一

暦
応
二
・
七
・
一
五

今
村
高
広

肥
前

御
侍
番
役

三
日
三
夜

Ａ

一
色
範
氏

②
一
三
六
五

暦
応
二
・
七
・
一
八

今
村
高
広

肥
前

博
多
警
固

二
一
日

Ａ

一
色
範
氏

②
一
三
六
七

暦
応
二
・
八
・
一

福
田
理
慶

肥
前

博
多
警
固
番
役

三
〇
日

Ａ

⑦
七
〇
一
三

暦
応
二
・
八
・
一

福
田
兼
秀

肥
前

博
多
警
固
番
役

二
〇
日

Ａ

⑦
七
〇
一
四

暦
応
二
・
九
・
三

龍
造
寺
季
利

肥
前

博
多
警
固
番
役

三
〇
日

Ａ

小
俣
道
剰

②
一
三
九
七

暦
応
二
・
九
・
八

龍
造
寺
季
利

肥
前

博
多
警
固
番
役

三
〇
日

Ａ

一
色
範
氏

②
一
四
〇
一

暦
応
二
・
九
・
一
七

武
雄
大
宮
司
代
通
幸

肥
前

博
多
警
固

二
〇
日

Ａ

一
色
範
氏

②
一
四
〇
二

暦
応
二
・
一
一
・
七

福
田
兼
益

肥
前

御
侍
番
役

三
日
夜

Ａ

⑦
七
〇
一
六

暦
応
二
・
一
一
・
二
〇

原
田
種
貞

筑
前

博
多
津
警
固
番
役

一
一
日

Ａ

②
一
四
三
〇

南
北
朝
時
代
の
博
多
警
固
番
役

三
一
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建
武
五
年
か
ら
翌
暦
応
二
年
に
わ
た
る
こ
と
も
あ
る
が
、
事
例
が
増
え
、
三
十
二
例
に
及
ぶ
。
こ
の
時
期
が
博
多
警
固
番
役
の
最

盛
期
で
あ
る
と
い
え
る
。
表
の
日
付
を
見
る
と
、
建
武
五
年
（
暦
応
元
）
六
月
〜
十
一
月
と
暦
応
二
年
二
月
〜
十
一
月
に
分
か
れ
る
。

鎮
西
管
領
一
色
氏
が
博
多
に
い
な
け
れ
ば
あ
り
得
な
い
番
役
で
あ
る
か
ら
、
比
較
的
平
穏
な
時
期
で
あ
り
、
か
つ
警
固
す
べ
き
理
由

が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
警
固
す
べ
き
理
由
と
は
、
南
朝
軍
の
攻
撃
に
他
な
ら
な
い
た
め
、
南
朝
と
も
対
立
し
な
が
ら
、
小
康
状
態

を
保
っ
た
時
期
に
相
当
す
る
と
い
え
る
。
こ
の
時
期
の
番
役
な
い
し
警
固
は
い
ず
れ
も
博
多
の
内
部
で
の
勤
仕
で
あ
っ
た
こ
と
が
特

徴
的
で
あ
る
。
第
一
期
の
よ
う
な
箱
﨑
で
の
勤
仕
は
な
い
。

第
二
期
に
な
る
と
、「
博
多
警
固
番
役
」と
い
う
名
称
が
登
場
す
る
。
し
か
も
日
数
も
三
十
日
か
二
十
日
が
ほ
と
ん
ど
で
、
制
度
的

な
整
備
が

え
ら
れ
る
。
中
に
「
三
日
夜
」「
四
日
」「
三
日
三
夜
」
と
い
っ
た
短
期
間
の
番
役
勤
仕
が
あ
る
。
こ
れ
は
全
て
「
御
侍
番

役
」「
御
侍
番
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
一
見
す
る
と
、「
博
多
警
固
番
役
」
と
い
う
長
期
の
番
役
と
「
御
侍
番
役
」
と
い
う
短
期
の
番
役

が
あ
っ
た
か
の
ご
と
き
印
象
を
受
け
る
。

暦
応
二
年
の
深
堀
時
通
の
事
例
を
検
討
し
よ
う
。
同
年
五
月
十
五
日
、
一
色
範
氏
は
深
堀
時
通
に
対
し
て
、
博
多
警
固
を
一
族
で

結
番
し
、
博
多
に
在
津
し
て
忠
勤
を
致
す
よ
う
に
命
じ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
時
通
は
、
五
月
二
十
一
日
ま
で
三
日
間
の
御
侍
番
役
を

勤
め
た
。
六
月
三
日
に
は
、
博
多
警
固
を
五
月
十
三
日
〜
六
月
三
日
ま
で
の
二
十
日
間
勤
仕
し
た
こ
と
を
注
進
し
、
さ
ら
に
六
月
十

一
日
に
は
、
五
月
十
日
〜
六
月
十
日
ま
で
の
三
十
日
間
の
番
役
を
勤
仕
し
た
こ
と
を
注
進
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
総
合
す
る
と
、
五

月
十
日
〜
六
月
十
日
の
三
十
日
間
の
博
多
警
固
と
五
月
十
九
日
〜
五
月
二
十
一
日
の
三
日
間
の
御
侍
番
役
は
時
期
的
に
重
複
し
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
御
侍
番
役
は
博
多
警
固
番
役
に
包
摂
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
御
侍
番
役
と
は
、
鎮
西
管

領
の
側
に

候
す
る
番
役
と

え
ら
れ
る
。
夜
の
勤
務
が
あ
る
の
で
、
第
一
期
の
宿
直
と
共
通
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
以
降
、

時
通
は
こ
の
年
の
番
役
を
勤
仕
し
て
い
な
い
。
つ
ま
り
一
か
月
の
博
多
警
固
番
役
が
あ
り
、
そ
の
期
間
中
に
鎮
西
管
領
に
昼
夜
近
侍

し
て
警
備
す
る
御
侍
番
役
が
三
日
〜
四
日
賦
課
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
第
二
期
の
博
多
警
固
番
役
は
、
二
十
日
〜
三
十
日
の
博
多
警
固

南
北
朝
時
代
の
博
多
警
固
番
役

三
二



番
役
と
そ
の
中
に
包
摂
さ
れ
る
短
期
の
御
侍
番
役
と
の
二
重
構
造
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

③
貞
和
四
年
三
月
〜
五
月

第
三
期
の
貞
和
四
年
三
月
〜
五
月
の
博
多
警
固
番
役
関
係
の
史
料
を
一
覧
表
に
し
た
の
が
、
表
三
で
あ
る
。

表
三

南
北
朝
時
代
の
博
多
警
固
番
役
（
三
）

年

月

日

勤
仕
者

国
名

勤
仕
内
容

期
間

形
式

証
判

発
給

文
書
番
号

貞
和
四
・
三
・
一
二

武
雄
大
宮
司
代
道
厚

肥
前

博
多
警
固
番
役

一
四
日

Ａ

？

③
二
四
五
三

貞
和
四
・
三
・
一
二

橘
薩
摩
公
行

肥
前

博
多
警
固
結
番

一
四
日

Ａ

？

③
二
四
五
四

貞
和
四
・
五
・
三

深
堀
時
明

肥
前

博
多
櫛
田
宮
社
頭
警
固

Ｃ

一
色
直
氏

③
二
四
七
一

第
三
期
の
事
例
は
三
例
の
み
で
あ
り
、
勤
仕
の
実
態
は
乏
し
い
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
武
雄
大
宮
司
代
道
厚
と
橘
薩
摩
公
行
の

場
合
は
、
い
ず
れ
も
御
教
書
を
成
し
下
さ
れ
た
た
め
、
勤
仕
し
た
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
御
教
書
は
鎮
西
管
領
の
も
の
と

え
ら
れ

る
の
で
、
証
判
者
は
不
明
で
あ
る
が
、
鎮
西
管
領
関
係
者
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
鎮
西
管
領
か
ら
の
命
令
↓
博
多
在
津
・
番

役
勤
仕
↓
番
役
勤
仕
注
進
状
の
作
成
↓
証
判
と
い
う
一
連
の
番
役
勤
仕
の
あ
り
方
は
、
第
二
期
と
同
じ
で
あ
る
。
た
だ
し
勤
仕
者
が

少
な
く
、
鎮
西
管
領
の
御
教
書
に
応
じ
な
か
っ
た
武
士
が
多
数
い
た
こ
と
を
推
測
せ
し
め
る
。

筑
前
国
博
多
櫛
田
神
人
等
有

訴
之
企
、
早
可
被
警
固
社
頭
也
、
仍
執
達
如
件
、

貞
和
四
年
五
月
三
日

一
色
直
氏

宮
内
少
輔
（
花
押
）

深
堀

時
明

三
郎
五

20
郎
殿

こ
の
文
書
は
、
一
色
直
氏
が
深
堀
時
明
に
対
し
、
博
多
櫛
田
神
人
ら
が

訴
の
企
て
が
あ
る
た
め
、
社
頭
警
固
を
命
じ
た
も
の
で

あ
る
。
鎮
西
管
領
の
警
固
と
い
う
博
多
警
固
番
役
か
ら
す
る
と
、
こ
の
警
固
は
別
の
場
所
で
あ
り
、
博
多
警
固
番
役
の
範
疇
に
は
入

南
北
朝
時
代
の
博
多
警
固
番
役

三
三



ら
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
文
書
の
前
提
と
し
て
、
深
堀
時
明
の
博
多
へ
の
参
向
、
な
い
し
滞
在
が
あ
り
、
博
多
へ
滞
在
し
て
番
役
を

勤
め
る
こ
と
は
、
博
多
警
固
番
役
と
変
わ
ら
な
い
。
こ
の
文
書
で
直
氏
は
、
時
明
に
博
多
へ
の
参
向
を
命
じ
て
は
お
ら
ず
、
時
明
は

す
で
に
博
多
警
固
番
役
等
で
博
多
滞
在
中
で
あ
っ
た
と

え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
櫛
田
宮
社
頭
警
固
は
、
博
多
警
固
番
役
の

延
長
上
に
あ
っ
た
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

（
三

催
促
者
・
証
判
者

次
に
番
役
の
催
促
者
と
注
進
状
へ
の
証
判
者
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
前
者
と
後
者
は
、
催
促
状
を
受
け
て
番
役
勤
仕
が
実
施
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
同
一
人
か
も
し
く
は
そ
の
関
係
者
で
あ
る
の
が
原
則
で
あ
ろ
う
。

催
促
者
と
し
て
は
、
佐
竹
重
義
・
実
之
・
一
色
範
氏
・
頼
員
・
一
色
直
氏
が
確
認
さ
れ
る
。
一
色
範
氏
・
直
氏
父
子
は
い
ず
れ
も

鎮
西
管
領
で
あ
り
、
佐
竹
重
義
は
鎮
西
管
領
の
侍
所
で
あ
っ
た
こ
と
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
。
佐
竹
と
連
署
し
て
い
る
実
之
は
宰
府

監
代
で
あ
る
。
大
宰
府
機
構
が
鎮
西
管
領
に
よ
っ
て
掌
握
と
利
用
が
な
さ
れ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て

21
い
る
。
頼
員
は
不
明
で
あ
る
が
、

一
色
範
氏
が
博
多
在
津
と
博
多
警
固
の
実
施
を
深
堀
時
通
に
命
じ
た
直
後
の
暦
応
二
年
五
月
二
十
一
日
、
頼
員
が
同
人
に
御
侍
番
役

の
勤
仕
を
命
じ
、
四
日
勤
仕
し
た
時
通
の
注
進
状
に
頼
員
が
証
判
を
加
え
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
鎮
西
管
領
配
下
の
人
物
で
あ

る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

証
判
者
と
し
て
は
、
一
色
範
氏
・
佐
竹
重
義
・
合
志
幸
隆
・
今
川
頼
貞
（
カ
）・
小
俣
道
剰
・
頼
員
が
確
認
さ
れ
る
。
合
志
幸
隆
は
、

建
武
三
年
七
月
二
十
日
、
博
多
松
原
口
に
馳
せ
参
じ
た
龍
造
寺
家
親
の
着
到
状
に
証
判
を

22
加
え
、
同
年
八
月
一
八
日
の
龍
造
寺
家
親

惣
門
警
固
注
進
状
に
証
判
を
加
え
て
い
る（
表
一
）。
し
た
が
っ
て
合
志
は
鎮
西
管
領
関
係
者
と

え
ら
れ
る
。
今
川
頼
貞
は
、
鎮
西

管
領
一
色
氏
の
周
辺
で
活
動
し
た
今
川
氏
の
一
族
で
あ
ろ
う
。
小
俣
道
剰
は
、
一
色
氏
の
同
族
で
、
鎮
西
管
領
の
侍
所
で
あ
っ

23た
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
番
役
催
促
者
・
証
判
者
は
鎮
西
管
領
と
侍
所
な
ら
び
に
そ
れ
ら
の
関
係
者
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

南
北
朝
時
代
の
博
多
警
固
番
役

三
四



（
四

番
役
勤
仕
者

次
に
番
役
を
勤
仕
し
た
武
士
た
ち
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
表
一
〜
三
か
ら
、
博
多
警
固
番
役
を
勤
仕
し
た
武
士
は
武
雄
大
宮
司
・

深
堀
氏
・
龍
造
寺
氏
・
福
田
氏
・
今
村
氏
な
ど
何
度
も
勤
仕
し
て
い
る
武
士
が
い
る
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
る
。
彼
ら
は
九
州
に
お
け

る
鎮
西
管
領
一
色
氏
に
求
心
的
な
国
人
で
あ
る
と
同
時
に
、
そ
の
奉
公
衆
的
な
位
置
づ
け
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

国
別
で
述
べ
る
と
、
肥
前
国
人
が
圧
倒
的
に
多
く
、
筑
前
国
人
三
例
二
氏
、
肥
後
国
人
一
例
の
他
は
全
て
肥
前
国
人
で
あ
っ
た
。

こ
れ
は
、
鎌
倉
時
代
の
異
国
警
固
番
役
を
九
州
一
円
の
武
士
が
勤
仕
し
た
こ
と
と
対
照
的
で
あ
る
。
ま
た
松
浦
党
諸
氏
は
青
方
氏
以

外
に
は
確
認
さ
れ
ず
、
肥
前
国
全
体
の
国
人
が
勤
仕
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
肥
前
の
特
定
の
国
人
に
限
定
さ
れ
る
傾
向

が
看
取
さ
れ
る
。

鎌
倉
時
代
に
は
、
永
仁
五
年
（
一
二
九
七
）
以
降
、
肥
前
国
守
護
職
が
鎮
西
探
題
兼
補
に

24
な
る
。
こ
れ
以
降
、
鎮
西
探
題
と
肥
前

国
御
家
人
の
関
係
は
、
異
国
警
固
番
役
の
催
促
｜
勤
仕
等
で
密
接
で
あ
っ
た
と

え
ら
れ
る
。
南
北
朝
時
代
に
な
る
と
、
豊
後
大
友

氏
が
肥
前
守
護
に
任
じ
ら
れ

25
た
が
、
大
友
氏
の
肥
前
守
護
は
康
永
元
年
（
一
三
四
二
）
を
下
限
と
し
、
鎮
西
管
領
一
色
範
氏
が
康
永

二
年
以
降
、
肥
前
守
護
に
任
じ
ら
れ
、
子
の
直
氏
に
継
承
さ
れ
た
と
指
摘
さ
れ
て

26
い
る
。
鎮
西
探
題
の
肥
前
国
守
護
兼
補
は
、
一
時

の
中
断
後
、
鎮
西
管
領
一
色
範
氏
に
継
承
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

本
稿
で
検
討
し
た
第
三
期
は
、
一
色
直
氏
は
肥
前
守
護
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
守
護
と
管
国
国
人
と
の
関
係
が
番
役
勤
仕
の
前
提

と
し
て
想
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
第
三
期
は
む
し
ろ
博
多
警
固
番
役
勤
仕
の
衰
退
期
で
あ
り
、
初
期
の
第
一
期
、
盛
行
期
の
第
二

期
に
お
い
て
は
、
一
色
氏
は
肥
前
守
護
に
は
補
任
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
確
認
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
肥
前
国

人
の
鎮
西
管
領
へ
の
博
多
警
固
番
役
勤
仕
は
守
護
｜
国
人
と
い
う
制
度
的
な
支
配
関
係
で
説
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。こ
こ
で
は
、

前
代
の
九
州
統
括
者
と
肥
前
国
と
の
密
接
な
関
係
が
、
南
北
朝
時
代
に
入
り
、
守
護
職
が
他
氏
に
移
っ
て
も
継
続
し
て
い
た
の
で
は

な
い
か
と
い
う
想
定
を
し
て
お
き
た
い
。

南
北
朝
時
代
の
博
多
警
固
番
役

三
五



お
わ
り
に

以
上
、
南
北
朝
初
期
の
広
義
の
博
多
警
固
番
役
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
博
多
警
固
番
役
は
、
従
来
か
ら
指
摘
さ
れ
る
よ
う
な
鎌
倉

後
期
の
異
国
警
固
番
役
と
同
一
の
も
の
で
は
な
く
、
新
た
に
博
多
に
設
置
さ
れ
た
鎮
西
管
領（
九
州
探
題
）を
警
備
す
る
番
役
で
あ
っ

た
と
い
う
の
が
本
稿
の
主
旨
で
あ
る
。
大
き
な
流
れ
と
し
て
は
、
異
国
警
固
か
ら
博
多
警
固
へ
と
い
う
変
化
を
読
み
取
る
こ
と
が
で

き
る
。
博
多
を
異
国
か
ら
防
禦
す
る
異
国
警
固
（
対
蒙
古
）
の
段
階
か
ら
、
国
内
の
対
抗
勢
力
か
ら
防
御
す
る
博
多
警
固
（
対
南
朝
）

の
段
階
に
大
き
く
変
化
し
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
蒙
古
襲
来
か
ら
半
世
紀
経
過
し
、
国
際
的
な
緊
張
が
緩
和
さ
れ
、
襲
来
の
記
憶

も
薄
く
な
り
、
い
っ
ぽ
う
で
日
元
貿
易
が
活
発
に
展
開
す
る
と
い
う
国
際
情
勢
の
変
化
と
、
鎌
倉
幕
府
の
滅
亡
か
ら
南
北
朝
の
内
乱

と
い
う
国
内
の
政
治
情
勢
の
転
換
が
そ
の
背
景
に
あ
る
。
鎮
西
管
領
が
、
前
代
に
引
き
続
き
博
多
に
設
置
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

博
多
の
政
治
・
軍
事
的
な
重
要
性
が
継
続
し
た
こ
と
も
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

最
後
に
、
こ
の
博
多
警
固
番
役
の
系
譜
と
、
後
世
へ
の
影
響
に
つ
い
て
述
べ
て
、
本
稿
を
し
め
く
く
り
た
い
。
博
多
警
固
番
役
が

異
国
警
固
番
役
の
後
身
で
は
な
い
こ
と
を
述
べ
た
が
、
で
は
鎌
倉
時
代
の
ど
の
よ
う
な
番
役
の
系
譜
を
引
く
の
か
と
い
う
問
題
で
あ

る
。
鎌
倉
幕
府
を
警
備
す
る
鎌
倉
番
役
が
御
家
人
役
の
基
本
で
あ
り
、
西
国
の
御
家
人
た
ち
に
は
京
都
御
所
を
警
備
す
る
京
都
大
番

役
が
課
さ
れ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
文
永
の
役
の
直
前
に
蒙
古
と
の
緊
張
が
高
ま
る
と
、
九
州
の
武
士
た
ち
は
京
都
大
番

役
で
は
な
く
、
異
国
警
固
番
役
を
勤
仕
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
南
北
朝
時
代
の
博
多
警
固
番
役
は
、
形
態
的
に
は
鎌
倉
番
役
や
京
都

大
番
役
に
似
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
変
形
で
あ
る
異
国
警
固
番
役
と
も
系
譜
的
に
は
つ
な
が
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
鎌
倉
後
期
に
鎮
西

探
題
を
警
備
す
る
御
家
人
役
の
存
在
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。
こ
の
問
題
を

え
る
う
え
で
次
の
史
料
は
注
目
さ
れ
る
。

筥
崎
社
放
生
会

固

辻
国
事
、
被
参
勤
了
、
仍
執
達
如
件
、

元
亨
二
年
八
月
二
十
一
日

政
国

南
北
朝
時
代
の
博
多
警
固
番
役
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福
田

兼
重

四
郎

27殿

元
亨
二
年
（
一
三
二
二
）
八
月
二
十
一
日
、
政
国
が
肥
前
の
福
田
兼
重
に
よ
る
筥
崎
社
放
生
会
辻
固
の
勤
仕
を
記
し
た
文
書
で
あ

る
。
発
給
者
の
政
国
は
、
最
後
の
鎮
西
探
題
北
条
英
時
の
被
官
で
肥
前
守
護
代
の
周
防
政
国
で

28
あ
る
。
し
た
が
っ
て
本
文
書
は
、
覆

勘
状
に
似
た
周
防
政
国
の
書
下
で
あ
る
。
こ
の
他
、
福
田
氏
は
、
嘉
暦
三
年
（
一
三
二
八
）、
元
徳
三
年
（
一
三
三
一
）
に
も
筥
崎
宮

放
生
会
辻
固
を
行
っ
て

29
い
る
。
元
徳
三
年
七
月
に
福
田
兼
信
は
、
関
東
御
教
書
に
任
せ
て
筥
崎
宮
八
月
放
生
会
辻
固
を
勤
仕
す
る
よ

う
に
命
じ
ら
れ
て

30
い
る
。
鎌
倉
幕
府
の
命
令
に
よ
っ
て
肥
前
国
御
家
人
が
勤
仕
し
た
筥
崎
社
放
生
会
辻
固
を
南
北
朝
期
の
博
多
警
固

番
役
に
類
似
し
た
課
役
と
位
置
づ
け
て
お
き
た
い
。

そ
れ
で
は
、
第
三
期
以
後
に
博
多
警
固
番
役
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
を
検
討
す
る
。
南
北
朝
後
半
の
の
今
川
了
俊
の
時
期
に
は
、

九
州
の
武
士
た
ち
が
博
多
警
固
番
役
を
勤
仕
し
た
史
料
は
な
い
。
室
町
時
代
前
期
に
次
の
よ
う
な
二
通
の
史
料
が
あ
る
。

「
承
候
了
、

渋
川
満
泰

花
押

」

肥
前
国
彼
杵
庄
南
方
一
揆
中
、
以
番
立
探
題
御
上
洛
御
留
守
博
多
結
番
事
、

深
堀
遠
江
入
道
沙
弥

時
清

清
宗
勤
仕
畢
、
仍
早
下
給
御
判
、
而
為
備
後
代
之
亀
鏡
、
粗
言
上
如
件
、

応
永
十
九
年
十
一
月
二
十

31
一
日

「
承
候
了
、

渋
川
満
泰

花
押

」

肥
前
国
彼
杵
庄
南
方
一
揆
中
、
以
番
立
探
題
御
上
洛
御
留
守
博
多
結
番
事
、

高
浜
但
馬
守
時
澄
勤
仕
畢
、
仍
早
下
給
御
判
、
而
為
備
後
代
之
亀
鏡
、
粗
言
上
如
件
、

応
永
十
九
年
十
一
月
二
十

32
一
日

こ
の
二
通
の
文
書
は
、
応
永
十
九
年
（
一
四
一
二
）
十
一
月
、
九
州
探
題
渋
川
満
頼
が
上
洛
し
た
際
、
肥
前
の
深
堀
氏
の
一
族
深

南
北
朝
時
代
の
博
多
警
固
番
役
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七



堀
時
清
と
高
浜
時
澄
が
、「
番
立
」を
も
っ
て
博
多
結
番
を
勤
仕
し
た
時
の
注
進
状
で
あ
る
。
九
州
探
題
不
在
時
の
博
多
な
い
し
探
題

館
を
警
備
し
た
も
の
で
あ
り
、
内
容
的
に
は
南
北
朝
初
期
の
博
多
警
固
番
役
と
同
列
の
も
の
で
あ
る
。
室
町
時
代
に
こ
れ
以
外
に
博

多
警
固
番
役
関
係
史
料
を
見
い
だ
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
南
北
朝
期
に
行
わ
れ
た
博
多
警
固
番
役
が
、
臨
時
的
で
は
あ
れ
、
室
町

前
期
に
お
い
て
も
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
九
州
探
題
と
肥
前
国
人
の
深
い
つ
な
が
り
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
う
し
た
博
多
警
固
番
役
は
、
応
永
三
十
二
年
（
一
四
二
五
）
の
渋
川
氏
の
没
落
に
よ
っ
て
最
終
的
に
消
滅
し
た
と

え
ら
れ
る
が
、

渋
川
氏
が
定
着
し
た
場
所
が
肥
前
国
で
あ
っ
た
の
は
決
し
て
偶
然
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

注1

相
田
二
郎
『
増
補
蒙
古
襲
来
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
二
年
（
初
版
は
一
九
五
八
年
）。

2

川
添
昭
二
『
注
解
元
寇
防
塁
編
年
史
料
｜
異
国
警
固
番
役
史
料
の
研
究
｜
』
福
岡
市
教
育
委
員
会
、
一
九
七
一
年
、
同
『
蒙
古
襲
来
研
究
史
論
』
雄

山
閣
、
一
九
七
七
年
。

3

川
添
昭
二
「
覆
勘
状
に
つ
い
て
」『
史
淵
』
一
〇
五
・
一
〇
六
合
併
号
、
一
九
七
一
年
。

4

『
注
解
元
寇
防
塁
編
年
史
料
』
五
九
｜
六
一
頁
。
川
添
昭
二
「
鎮
西
管
領
一
色
範
氏
・
直
氏
」、
森
貞
次
郎
博
士
古
稀
記
念
会
編
『
森
貞
次
郎
博
士
古

稀
記
念
古
文
化
論
集
』
同
会
、
一
九
八
二
年
で
も
同
様
の
記
述
が
あ
る
。

5

青
方
文
書
、『
注
解
元
寇
防
塁
編
年
史
料
』
四
六
八
｜
四
六
九
頁
。

6

大
友
文
書
建
武
五
年
後
七
月
一
日
足
利
直
義
御
教
書
案
（『
注
解
元
寇
防
塁
編
年
史
料
』
四
七
四
頁
）、
同
康
永
元
年
五
月
三
日
足
利
尊
氏
御
判
御
教

書
案
（
同
前
四
八
五
頁
）。

7

村
井
章
介
「
具
書
案
と
文
書
偽
作
｜「
立
花
家
蔵
大
友
文
書
」
所
収
「
鎌
倉
代
々
御
教
書
」
に
つ
い
て
の
一

察
｜
」『
遙
か
な
る
中
世
』
一
八
、
二

〇
〇
〇
年
。

8

入
来
院
家
文
書
貞
和
二
年
十
二
月
七
日
鎮
西
沙
汰
事
書

足
利
直
義
御
教
書
案
（『
注
解
元
寇
防
塁
編
年
史
料
』
四
八
八
｜
四
八
九
頁
）。

9

川
添
昭
二
前
掲
注
（
４
）
論
文
、
佐
伯
弘
次
「
中
世
都
市
博
多
の
発
展
と
息
浜
」
川
添
昭
二
先
生
還
暦
記
念
会
編
『
日
本
中
世
史
論

』
文
献
出
版
、

南
北
朝
時
代
の
博
多
警
固
番
役

三
八



一
九
八
七
年
。

10

阿
蘇
文
書
応
永
十
一
年
十
一
月
六
日
渋
川
満
頼
預
ケ
状
写
（『
注
解
元
寇
防
塁
編
年
史
料
』
四
九
七
頁
）。

11

龍
造
寺
文
書
建
武
五
年
八
月
日
龍
造
寺
実
善
注
進
状
（
瀬
野
精
一
郎
編
『
南
北
朝
遺
文
九
州
編
』
一
巻
一
二
三
九
号
、
以
下
、『
南
遺
』
一
｜
一
二
三

九
の
ご
と
く
略
す
）。

12

青
方
文
書
暦
応
二
年
七
月
八
日
小
俣
道
剰
覆
勘
状
（『
南
遺
』
二
｜
一
三
六
一
）。

13

川
添
前
掲
注
（
２
）
書
、
四
八
〇
｜
四
八
一
頁
。

14

深
堀
文
書
暦
応
二
年
五
月
十
五
日
一
色
範
氏
催
促
状
（『
南
遺
』
二
｜
一
三
四
〇
）。

15

深
堀
文
書
建
武
三
年
七
月
一
七
日
深
堀
時
広
着
到
状
（『
南
遺
』
一
｜
六
九
〇
）。

16

川
添
注
（
４
）
論
文
、
一
四
三
三
｜
一
四
三
四
頁
。

17

表
中
の
文
書
番
号
は
、『
南
北
朝
遺
文
九
州
編
』
の
巻
と
文
書
番
号
を
表
す
。

18

川
添
前
掲
注
（
４
）
論
文
一
四
三
三
頁
。

19

深
堀
文
書
建
武
三
年
六
月
十
日
佐
竹
重
義
・
実
之
連
署
奉
書
（『
南
遺
』
一
｜
六
二
六
）。

20

深
堀
文
書
貞
和
四
年
五
月
三
日
一
色
直
氏
書
下
（『
南
遺
』
三
｜
二
四
七
一
）。

21

川
添
前
掲
注
（
４
）
論
文
一
四
二
七
頁
。

22

龍
造
寺
文
書
建
武
三
年
七
月
二
十
日
龍
造
寺
家
親
着
到
状
（『
南
遺
』
一
｜
六
九
一
）。

23

川
添
前
掲
注
（
４
）
論
文
一
四
二
七
｜
一
四
二
八
頁
。

24

佐
藤
進
一
『
増
訂
鎌
倉
幕
府
守
護
制
度
の
研
究
』
二
二
七
頁
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
一
年
。

25

山
口
隼
正
『
南
北
朝
期
九
州
守
護
の
研
究
』
二
三
四
頁
、
文
献
出
版
、
一
九
八
九
年
。

26

服
部
英
雄
「
九
州
探
題
の
肥
前
国
守
護
職
兼
補
に
つ
い
て
｜
南
北
朝
以
降
｜
」『
遙
か
な
る
中
世
』
二
、
一
九
七
七
年
、
川
添
前
掲
注
（
４
）
論
文
一

四
四
四
｜
一
四
四
五
頁
。

27

福
田
文
書
一
九
号
周
防
政
国
書
下
写
（
外
山
幹
夫
『
中
世
九
州
社
会
史
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
六
年
）。

28

川
添
昭
二
「
鎮
西
評
定
衆
及
び
同
引
付
衆
・
引
付
奉
行
人
」『
九
州
中
世
史
研
究
』
一
、
一
九
七
八
年
。

29

福
田
文
書
二
四
・
二
六
号
。

南
北
朝
時
代
の
博
多
警
固
番
役
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30

同
前
二
五
号
。

31

深
堀
文
書
三
七
〇
号
応
永
十
九
年
十
一
月
二
十
一
日
深
堀
時
清
博
多
番
役
勤
仕
注
進
状
（『
佐
賀
県
史
料
集
成
』
四
、『
大
宰
府
・
太
宰
府
天
満
宮
史

料
』
十
二
）。

32

同
前
三
七
一
号
応
永
十
九
年
十
一
月
二
十
一
日
深
堀
時
澄
博
多
番
役
勤
仕
注
進
状
（
同
前
）。

南
北
朝
時
代
の
博
多
警
固
番
役

四
〇




